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第37回東京支部大会プログラム

平成 6年 6月 4日 (土 )午後 3時

於・ 池之端文化センター

準  備

司 会 (進 行 )

開会宣言

第 一 部

会計監査報告

支部長挨拶

来 賓 挨 拶

来 賓 紹 介

合 唱

第 二 部

平成 5年度経過及び会計報告

場内指令 (段取′

案  内 (総合)

受  付 (総合 ,

(旧中′旧女)

渉外)

来賓)

(高校男子 )

(高校女子 )

(景品受付 )

(会報記念品配布)

会 場 (設営)

伊藤 勇五

沢出 赳允

斉藤 和男

掘  哲二

青木  猛

山西愈佐子

渡辺 八郎

関  孝世

渡辺 厚子

鈴木多喜男

今井  正

鶴巻  浩

小林 早月

岡本 和子

佐藤 玲子

松田 茂夫

真水 道子

大江 佳一

石黒 四郎

田渕みやの

広田 達衛

簗取 錦二

木村 孝子

大橋 貞夫

深見 洋子

鈴木 節子

高久 貞夫

笠原 静夫

山下由紀子

佐久間英輔

寺山 征子

八木又一郎

田代 信雄

片柳 ムツ

沢出 赳允

中村 倉吉

芳賀 健一

佐伯 益一

茂野 敏郎

徳橋 時男

伊藤 勇五

女子役員 |サ ー ド

塚 田

文部省唱歌「も、るさと」 全  員

懇親会・乾杯音頭

ア トラクション ………………北区新潟県人会おけさ会の皆さん……̈ ………

ジャンケンゲーム『佐伯賞』……………………………… 沢出

篠川抽選会

校歌・応援歌

手 締 め

万 歳 三 唱

閉 会 挨 拶

歓  送

写真 ・インタビュー 武藤 二郎 広報部員

(表紙写真について)

村松町,住吉神社の高砂人形 説明は本文中にあります。

(村松町役場写真クラブ撮影)
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石黒 四郎  大橋 貞夫

佐久間英輔  中島 和子

近藤 燦子

全員

支部長

校長

伊藤 勇五

会場出口にて役員全員
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ご挨拶に代えて

一―会 則制 定 につ いて一―

同窓会の会則などというものは有っても無きが如き存

在であると思う。然 し無ければ万が一の時に困るであろ

う。現に東京支部では,過去何十年の間,会則なしで運

営されて来て,何等差支えも痛痒 も感じていなかった。
《
万が一"が無かったからである,ど この会則を見ても

目的とする処は皆おなじようなもので
は
親睦を図り,母

校の発展に寄与云 "々の一行で終っており飲食を共にし

愉快に談ずべ しなどとは書いてない。 この “親睦 "が ,

いろんな意味を持っており,解釈の範囲も広い,私が支

部長になって,86J和62年以来,皆 さんから会費と寄付を

頂くようになった。こゝに謂う会費とは,会の,あ るい

は支部の運営のための経常経費であって,最底限の負担

は必要と思う。会費を納めて頂 く以上,その収支につい

て報告するのは当然の義務であり,又,役員の責任,任
務,任期等についても予め定めておかなければならない。

東京支部長 佐 伯 益 一

従って,会則は今後の為にも是非必要であると考えたわ

けである。

会則の制定については数年前から懸案となっていたが ,

昨年の支部大会で発議 し,以後数回の検討会を経て,こ
の度 ,原案をお示しすることが出来た。条文は出来るだ

け簡略したつもりであったが,結局は,あ りお、れたもの

になった。同窓会1型子さんの善意の団体であるから東京支

部では会費の納入については,年一回,年度始めにお願

いするだけで,決 して強制や督促はしない建前になって

いる。

御理解願いたいと思う。

昨年来,多 くの先輩,友人が死去されている。誠に悲

しいかぎりではあるが,謹んでご冥福を祈ると共に,同
窓各位の今後益々の御健勝,御活躍を願い,簡単ではあ

るが, ご挨拶に代える。

校 長 徳 橋 時 男

ところで,普通科18学級の松高の今後の在り様として,

基礎学力の充実と学力の増進,社会性の涵養′部活動の

奨励等を一層図り,生徒諸君が可能性の幅を広げ,よ り

良い自己実現が図られるよう指導 して参 りたいと考えて

おります。幸い部活動では,陸 _L部の活躍が目覚 しく′

県10傑 として 5千M,1万 Mの 2種 目に名を連ねる生徒

が出たり,理科同好会は,大沢鐘乳洞の研究により2年

連続読売学生科学賞優秀賞を受賞したりしております。

また,同窓会長氏を会長に仰 ぐ後援会も充実 し,進学指

導・部活動に援助をいただいており,早晩成果を高めて

くれるものと期待致 しております。更に,在町同窓会役

員各位のご尽力により教育懇談会が設けられ,松高の活

性化を図るべ く地元中学校関係者から松高へのご理解と

ご協力を願って懇談を深め,既に 5回を重ねるに至って

おります。今や特色ある学校づくりと生徒の多様な希望

の実現を図るために大きな変革が要請される時代であり,

同窓各位から賜る多大なご支援を価値あるものとしてい

かねばならないと考えております。東京支部の方々が,

万感の思いを込めて大合唱される「故郷」を拝聴する度

に,高校時代が楽しく有意義で,思い出深 く回想される

ような学校作りに励みたいと考えております。益々のご

鞭撻を賜りますようお願い申し上げますと共に,東京支

部の更なるご発展を祈念申し上げまして,ご挨拶と致 し

ます。

こ`あいさつ〃

一一被服科の閉科と今後の展望―

桜便りやウグイスの鳴き声が話題となる良い季節の訪

れと共に村松高校は今年度から普通科単科の高校となり,

新しい時代を迎えることになりました。さて,主な行事

として ,

0平成 6年 1月 22日Ш  被服科閉科記念式典挙行。記念

事業として,記念誌発行,卒業制作展開催,記念碑

「ときわの志操」建立,別れの宴。
O平成 6年 3月 4日0第 46回卒業証書授与式挙行。卒

業生は,普通科 225人 ,被服科26人。大学 。短大進

学者23人 (大学 5人 中国立大 1人,短大18人 中県立

短大 1人 ),専修 。各種学校等進学者59人 ,就職者

等 169人。
O平成 6年 4月 8日0入 学式挙行。普通科男子 120人 ,

女子 131人入学。

昭和25年に設置された被服科が約半世紀を閲して閉科

に至りましたことは,誠に残念なことでした。当日,同
窓生代表近藤つね子 (被服科25回 卒)氏及び卒業生代表

瀬倉由香里さんの惜別の言葉は,寂 しさの中にも凛とし

た響があり,参列者の心を打ちました。別れの宴では,

旧職員川崎修先生から往時の生徒を街彿とさせる思い出

話があり,多 くの方々と名残 りを惜しみ合いました。

この一連の行事には,茂野敏郎同窓会長,貝瀬弘副会

長各位の格別のご芳情を賜りました。誠に有難 く,深 く

感謝致 しております。
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ありがとうございました。

平成 5年度会費納入者 (其の二,敬称略)

関  建世,田川百合子,渡辺 ミツ

(3月 31日 現在,以上合計 247名  741,000円 )

◎同寄付金納入者 (其 の二,敬称略 )

7,000円  田川百合子

6,000円  中村市雅一郎

(以上合計 延 89名 , 270,000円 )

平成5年度 東京支部の動き

平成 5年
4月 3日 会報 15号編集会議 ,於ツルマキ出席 8名

4月 17日 赤山会春季例会,於市ケ谷私学会館出席

30名

5月 15日  幹事会,於エース高輪′出席29名支部大会

案内状発送作業 ,作業後懇親会

5月 18日  印刷所へ会報15号原稿送付

6月 4日  同上初校受領

6月 5日 広報部会報校正会議′於ツルマキ,出 席 5

6月 7日  印刷所へ初校原稿送付

6月 21日 会報再校

6月 30日  会報 15号印刷完了′納入

7月 3日  東京支部大会,於池之端文化会館

出席 122名 ,来賓 6名

発送作業 ,支部大会反省並びに慰労会

新潟県立安塚高校東京同窓会に表敬出席

佐伯′鈴木′鶴巻
ん ιヽわ

8月 17日  母校同窓会本部総会および懇親会,於明月

支部より出席 5名

9月 4日  会報16号編集会議 ,於ツルマキ

出席 6名′会則原案審議

9月 16日  伊藤勇五氏′夫人千恵子さん (旧高女26回つ

通夜 ,於中目黒,正覚寺,17日 告別式,支部

より献花

新保の各氏 ら計15名 (敬称略)

9月 18日  赤山会秋季例会および見方,千代両氏の喜寿

祝い,於市ケ谷私学会館出席17名

平成 5年度収支 決算書

平成5年4月 1日～平成6年 3月 31日

新潟県立村松高等学校同窓会東京支部

収 入 の 部 支 出 の 部

項 目 金  額 項 目 金  額

平成 5年度会費

男子 174女子 73

計 247名

741,000 振 込 手 数 料 11,910
議 費 1 245,217

外 注 印 刷  費    373.000
寄  付  金

男女延 計 89名
270,000 送 料 通 信 費  129,432

支 部 大 会 費  959,619
支 部 大 会 会 費

男子 9千 円 88名

女子 7千円 34名

1,030,000 費

つ
・

事弔
岬事

慶

慶
81,000

本部総会参加費   50,000
支部大会祝儀 3件 50,000 雑 費   35,137

預 金 利 息

雑 収 入 6,600
討 2,o98,391 計   1,885315

前 期 繰 越 金 142,583 次 期 繰 越 金 ‐ 355.659
訂 2,240,974 計 413974

次期繰越金内訳

高輪郵便局 (NQ 58振 込まで) 174.234
芝信用金庫 52.993
手持ち現金

三十                    28.432355,659

上記の とお り報告 いた します

平成 6年 4月 5日 事務局 中村 倉吉 ③

経 理 岡本 和子 ①
監査報告書

上記の収支決算書は監査の結果,適正であることを認めます

平成 6年 4月 10日 監 事 芳賀 健一 〇

議他,新幹事に高久貞夫さん (中 34)

10月 30日 会報16号編集会議 ,於 ツルマキ出席 4名

H月 1日  印刷所へ会報16号原稿送付

11月 16日  同上初校受領

11月 17日  会報校正会議,於ツルマキ 2名

於目黒区,円 融寺,4日 ,告 号_三 .支護より献花

参列者,佐伯支部長,産可事贅局長,渡辺文

男,亀嶋謙 (元,夏赤二奎ヤ長 ,小田怒哉 ,

市川薫平′柴沢啓一.■≡長四郎′山口二郎 ,

堀 哲二,武藤三耳 二各氏 ll名

12月 9日  会報16号印届1完了,事 二、

12月 18日  幹事会,於新潟具´|、 会菫,出 席26名 ,会報発

送作業,終了後,望二会,新幹事に武藤二郎

さん (中 26〕

平成 6年

現況,会計報告′支部大会記念品等に付協議 ,

終了後新年会

3月 19日  会報 17号編集会議,於 ツルマキ出席 4名

名,終了後,池之端文化会館で大会打合せ    10月 23日 幹事会,於新潟県人会館′出席 17名,会則審

この前後各一ヽ週間夫々準備作業および後整理   11月 18日  印刷所へ初校原稿送付

7月 17日 幹事会,於エース高輪,出席24名 ,会報 15号   12月 3日  前赤山会々長川瀬五郎氏 =11三 卒)通夜,   t

参列者,佐伯支部長,中村事務局長,斉藤,   2月 12日  会報17号編集会議,す 等゙々力 “江戸清 "出席

鈴木,沢出,大橋 ,鶴巻′岡本,小林 ,佐藤 ,
7名 ,こ の日,前夜より大雪なり

鈴木 (節)深見の各幹事と同級の一氏,佐野,  2月 26日  幹事会,於新潟県ノ、会々館,出席22名 ,経過 ,
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ク ラ ス会便 り (其の一 )

◎ 村松高女 23回 “花すみれ会
"

昨平成 5年 10月 18日 ,越後湯沢温泉の “ホテル双葉
"

に於て同級会を開催しました。新潟勢と東京勢の出会

いの場に丁度よいということで此処になりました。昭

和20年 (終戦の年)3月 のことで,女学生は女子挺身

隊として働いておりました片倉製糸工場の職場で卒業

証書が操業中の機械の上にポンポンと置かれていった

だけでした。あれから40余年の歳月が経ち,相会 した

16名の頭には白いものが目立ち,御出席 くださった藤

井先生は83才 とはとて も思えぬ羨やましいほどのお若

さ,お元気さで した。近況を語 り,往時を偲んで夜の

更けるのを忘れたのでした。翌日はホテルの裏 か らロ

ープウェーで登った先のアルプの里を散策 しながらの

◎ 高 4回 卒業生還暦を迎える

鈴木健司

平成 5年 は,第 4回卒業生 (昭和27年卒業)の うち ,

昭和 8年遅生れの人達が還暦Jと は,つ いこの間まで ,

遠い将来の現象であり,自 分のことではなく,他人様に

関ることで,大層な老人になることと考えられていまし

た・…・。

それが,自 分達の身の上に実現 してみると,改めて,人
生の大きな転換点だと気がつきます。職業面で,大多数

のサラリーマンが,定年を迎えることになります。健康

面では,いろいろな変化を実感する年齢になっています。

家庭内では,世代交替が着実に進んでいます。

還暦を機会に,第 4回生の同期会について振り返って

みましょう:その前に,第 4回生 (昭和 8年遅生れの人

達を中心に)の特色について述べてみます。

私達は,昭和15年 4月 ,旧制の小学校へ入学 しました。

翌16年 4月 から国民学校に変わりましたので,旧制小学

校への最後の入学生になりました。昭和20年 8月 の敗戦

を,小学 6年生で迎え,翌 21年 4月 ,旧制の村松中学校
へ入学 しました。22年 4月 に,新制中学が誕生 し,私達

は,村松高等学校併設中学校の 2年生になったのですが,

下級生の 1年生が入 って来ません。結局,下級生なし(私

達がいつも最下級生)の状態が,中学 1年 , 2年 , 3年。

高校 1年 とまる4年間続きます。村松高校の校舎に 6年

間通学 し,26年卒業の第 3回生のみなさんを,な んと5

年間も,す ぐ上の上級生として,崇めていたわけです。

このことは,全国共通の体験ですが,結果として,第
4回生同士の連帯感を強め,第 3回生に対する近親感を

育てて くれました。そして後年 ,「かんろく会」 (第 3

回生の同期会の名称)の影響を,第 4回生の私達が受け

ることになります。

昭和24年 4月 ,私達が高校 1年生になった時,男女共

学 となり,あ こがれのマ ドンナ大勢 と同じ校舎ですごし,

授業課目によっては,同 じ教室で勉強しました。多感な

青春時代の華やかな想い出の一ページです。

第 4回生の同期会は,昭和30年代′40年代には,系統

語らいに時を過 し,次回は今年の 5月 21日 ,新潟市内

で会することを約束 して散会 しました。

なお,今秋 11月 22日 から27日 まで同級の書家「中野

松葉」さんの「越後の美」書展が東京銀座三越 8階ギ

ャラリーで開催されます。同窓の皆様のお出でをお待

ちしております。C真前列中央は恩師の藤井 ミツ先生。

(旧高女 23回卒,大橋 也子)

だったものではなく,男女別々に,あ るいは地元で,あ
るいは東京で,散発的に会合 していました。

昭和50年代の初め,村松高校同窓会東京支部会の大会

に,市ケ谷の「加茂」の会合へ出席 したところ, 1年先

輩である第 3回生の同期会「かんろく会」に関 して,随
分′刺戟されました。「 1年おきに,男女合同で,地元

幹事′東京幹事と交替制で例会を続けている。」との由。

「よ―し,我々もやろう。」ということになり,先ずは

東京を固めよう (こ れは東京支部会の大会が続いていた

ため′まとめやすかった)。 男女合同で毎年やろう。と

話がまとまり,毎年例会を開催 して来ました (常任幹事

長の木村先生の功績大)。

昭和50年代の後半からは,「 遮ゝるさとは遠きにありて

想うもの」と望郷の念がつのり,地元にも呼びかけて,

合同でやろうと,発展 し,村松・水上・ 湯沢・岩室・塩

沢と順次開催 しました。

その間,東京支部の大会にも熱心に参加を続け, 2次
会を,新宿の「パイラス 0ク ラブ」で,第 3回生の先輩

諸兄姉とご一緒するパターンが出来ています。

平成 5年,昭和 8年遅生れ組の還暦の年です。「27年

卒業生一同の環暦会を」との企画を,地元幹事の方々が

推進され,11月 13日 ,弥彦神社に参拝し武運長久を祈り,

そのあと,岩室温泉高島屋で懇親会の運びとなりました。

満60歳。卒業後40年余。まさに感無量で した。

村松高校同窓会の発展,東京支部大会の盛会と,私達

第 4回生の例会存続を願って止みません。
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お 便 りの 中 か ら

◎ 今までに送って頂いた写真を整理 しながら過ぎ去っ

た当時の出来ごとを昨日のように思い出しております。

あれは昭和63年度の支部大会でしたか,同期生に誘わ

警:泉〕二傷曽黒貧撃彬丈アょ慮:こ暮鼻奮冤畠:1
偉 ら方ばかり……大変な所に来たものだと,当時の緊

張 した写真姿。でも一回二回と毎年回を重ねるごとに

諸先輩の方との会話も多 くなり大分雰囲気にもなれて

きました。そしてそんな折,幹事会のお手伝いをさせ

て頂 くようになりました。今ではあ、る里も代が変わり

だんだん足が遠のく中で支部大会や幹事会でなつかし

い方言にも接 し里帰りした以上の親密なあたたかさを

感 じます。これも会の皆様方のおひとリー人のあたた

かい思いやりのたまものと深 く感謝致しております。

これからは参加 した方も含め一度も参加されていない

方などにどんどんアピールして支部大会の楽 しい雰囲

気を一人でも多くの方に味ゎって頂きたく思っていま

す。お陰さまでアルバムのページも大分厚 くなりまし

た。本当にありがとうございました。これからも私達

一同支部長さん始め皆様にまだまだ多くのお世話をお

かけすると思います。何分よろしくお願い申し上げま

す゛           (高 10回  員水 道子 )

◎ 早々に望年会の写真ありがとうございました。佐伯

支部長の役員始め同窓会の皆様へのお心 くばり,改め

て感謝の気持で敬服いたします。いろいろとお世話に

なると思いますが,今後とも何卒よろしくお願い申し

上げます。        儒開 1回 田代 信雄)

◎ 会報送付有難うございました。支部の活動が目に見

えるようです。東京支部の益々の発展をお祈 り申し上

げます。    (中 27回 在新津市 石川  熙)

◎ 望年会での写真 ,本 日頂戴 しましたが,飲んだあと

の私のみっともない姿に我なが ら呆れたり反省 したり

の心境で ごさいました。それだけ皆様のあたたかい雰囲

気にのめりこませて頂いたという事でしょうか。何 と

も楽 しい記念のひとこまになりました,地域の老人会に

顔を出すようになりまして急に老けが進んだような気

がいたします。      (中 26回 武藤 二郎 )

◎ 東京生活の方が長いのにみんなの顔になんとなく新

潟的な名残りが感 じられるのが同窓生の証とでも云える

のでしようか。写真を見て何時もながら感 じております。

(高 2回 篠川 恒夫)

◎ 写真,有難うございます。様々なポーズがあり面白

く苛失しく跳めて居ります。とてもすべての事に御世
話下さいまして深 く感謝いたしております。

(女 25回 鈴木 節子 )

◎ 楽 しかった望年会を写真を見ながら思い出しており

ます。私共のような若い者 (?)を相手に年令をはず

して皆様がお話をして下さるのは,やはり同じ故郷を

持っているためで しょうね。何を話 して も楽 しく心を

ホカホカとしていつも家に戻ります。

(高 12回  近藤 燦子 )

◎ カメラマンが良いのか,モデルが良いのか,tヽ つも

すばらしい写真ありがとうございます。

(女 25回 佐藤 玲子 )

◎ 暮か らは毎日毎日,時間に追われる生活です。睡眠

時間ももったいないような気持で,と いうより|ま 体が

動かせるうちにいろいろやっておきたいというあせり

にも似た気持なのかも知れませんが元気にとび廻って

おります。        (高 8回 片柳 ムツ)

◎ 写真ありがとうございました。会長さん始め皆様と

楽 しく過ごすことを楽 しみにしております。

(高 12回 中島 和子 )

◎ 立派な「臥龍が丘は緑なり」を御送付下され誠に有

難うごさいます。役員御一同の御努力に敬意を表しま

す。佐伯支部長の「平成六年成年 に寄せ て」の名文

拝読,感′とヽいたした次第です。村松藩の記事,興味を

以って拝見,小生の家 も貧乏士族でした。

(中 16回 小田 怒哉 )

◎ 何時もいつも御苦労さまです。

希望者だけでハ トバスに乗りませんか。私は旅の友の

会と老人クラブヘ も入会,ま だ第一線に勤めてます。

土曜は楽しいです。ジャンジャンダンスを80才のジイ

ヤ達とクタクタ。   (女 24回 田村 ミツエ)

◎  「臥龍が丘は緑なり」有難 く拝受。ちょっとしたこ

とから大平洋戦争時に海軍関係の文軍本を読み続けて

いた事もあって,斉藤朝之氏の寄稿に|ま 当時′学生で

あったが,何か身を引きじめる感があります。

(中 27回 在亀田町 大江 雅敏)

◎ 支部会報新春号お送り頂きましたが,中でも長崎

浩氏の歳時記風土 (写真)を拝見し感無量でした。

(中 26回  在新潟黒崎町 中村 市雅一郎)
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◎ 支部会報 16号,謹んで拝読。この会報に斉藤朝之氏

の寄せられた “岡村逸夫君を悼む "を拝見,出征当時

私の町内に居住して居り懐 しく存 じました。又,文中

の千葉の奥畑寛幸氏は堀直昭氏の分家に当り先年岡村

逸夫氏の御遺族 (老母一人)を弔問されました。先年

「芥川賞」を受賞 した作家滝沢美恵子さんは逸夫氏の

末妹で,彼女も松高出身です。

(在村松,村松郷土史研究家 佐藤 久)

◎ 東京支部の会報,有難うございました。なつかしい

同級生の名前やら先輩後輩の写真を見て,五十年前の

頃を思い出しました。いろいろ昔の事がなつかしく,

よくこゝまで生きて来られたと不思議にさえ思います。

それか ら表紙の忠犬タマ公の写真を見ました,私が最

後に勤めた川内小学校に元のタマ公の銅像があります

し,そ の資料が保管されています。丁度十二年前に上

越新幹線ができて,その記念として学校の銅像を是非

新潟駅のコンコースヘ設置 してほしいという新潟駅か

ら熱望されましたが,川内小出身の羽下大化先生の作

で,こ れは先生が川内の子ども達に製作されたのだか

らと言って断わりました。そこで町が募金 して新潟駅

と村松公園へ設置されたのです。像作者の林昭三先生

は羽下大化先生の第一の弟子で して製作に当り川内小
へも来ていただいて元のタマ公を見ていかれました。

その年は新聞社やテレビ局,雑誌社など数多 く取材に

来られた事を思い出しました (中 略)東京支部の益々

の発展をお祈りします。

(中 27回 在村松町 臼井 信栄)

◎ 亡父の詩碑の写真入 りの記事が戴っている
°
臥龍が

丘は緑なり"Na 15,16号をご恵送いただき誠に有り難

うございました。

故郷を離れて故郷を思う気持ちは,安吾が「お、るさと

は語ることなし」と,犀星が「遮、るさとは遠 きにあり

て思うもの」とうたっていますが,こ の会報を読むと

東京に住む同窓生が故郷をしのび,母校を懐か しむ気

持が伝わってきます。長い間この会を運営されるご苦

労と,貴殿の人徳がしのばれます。

実はこの父の詩碑建立の火付け役となられたのは,

村松旧中の同窓生で,元 BSN新潟放送社長 (相談役)

の梁取清助氏 (昭 13年第23回卒)だ ったということを私

は詩碑が完成 した後で知りました。 これも氏の故郷を

思う気持のあらわれでしょう。

故郷を離れた人は故郷との伴を大切に考えておられ

るが,む しろ地元では同窓の結びつきは弱いように感

じられるのは残念です。やはり「ふるさとは遠 くにあ

りて思うもの」でしょうか。益々先輩の意気盛んで ,

ご健勝であられること,ま た,.東京支部の一層のご発

展を祈念申し上げます。

(高 11回 ,在新津市,長崎 高志)佐 伯支部長宛

※詩碑建立の除幕式は平成 5年 6月 5日 ,当 日,雨で

した。  広報部より。

◎ 会報を楽 しく読ませて頂きました。池之端のあの会

場での出来事を思い出しながら 一 小島さん,員水さ

ん等は本当に卒業以来はじめてでしたので只々懐かし

く顔を見合せるばかりでした。後で,も っとお話すれ

ばよかったなあ ― と私達の年代になると時間がとて

も大切に思えて今 という時を悔いのないよう送りたい

と感じます。

(高 10回卒在村松 浜田 寛子 )

◎ 広報部の皆さん,お元気ですか,御無沙汰していま

す。会報が届 く度に,共に苦労 しながら頑張っていた

懐 しいあの頃が街彿としてきます。当方は数年前′突

然いろんなことが面倒臭 くなって山の中に隠7i5,酒 も

飲まず,仕事もせず,本を伐り,土を耕し,草を食い

… …もっぱら反省の日々?を過ごしています。

昨年の夏,ま たもや突然思い立って,画集「夢幻風

景」を発行いたしました。微かな足跡でも残 したいと,

私としては一世一代の大事業だったのですが,思わず

涙線がゆるむような感動の手紙や,多 くの人達のあた

たかい心に触れることができ,決断をして良かったと

思っています。支部長始め広報部の皆さん,そ れから

村松時代の多 くの友人や諸先輩方,あ りがとうござい

ました。紙面をお借りして心より御礼申しあげます。

本の宣伝を始める間もなく,絵の注文や東京の劇団

から影絵の製作依頼 (紀伊国屋演劇賞をうけた「壁の中

の妖精」木山事務所プロデュース)を戴 くなど,身辺

にわかに慌ただしくなリノメシコイテル暇もなくなり

ました。 5月 には大分県湯布院町の文化・芸術運動に

モデルを求めた「伊豆高原アートフェスティバル」に

も参加の予定です。そんな訳で,本 は山積みされたま

でゝす。今後ともお力添えの程お願い申しあげます。

申し遅れましたが,前号では長岡市に於ける堀直寄公

銅像建立について,佐伯支部長の簡潔で格調高い文章

を掲載 して頂きました。お蔭様で募金も順調に進み,

秋ごろには県下で最大の銅像が完成する予定です。本

当に有難うございました。

(高 8回 堀 直昭)

◎ 拝復,お手紙,懐かしく拝読いたしました。私たち

が旧制村松中学校を卒業 したのは,昭和16年 (1941)
3月 のことでしたので,ま さに53年ぶりに貴兄の親切

な呼びかけに接 したことになります。衷心から御ネL申

し上げます。何よりも先ず,貴兄が元気で活躍 してお

られることに満幅の敬意を表 します。村松中学時代の

小生は,はなはだ勝手な生徒で,諸先生はもちろんの

こと,同級の諸兄にとっても全 く目に余る存在でした。

当時の自分を思うと今もって赤面するところがありま

す。中学時代のことで思い出すのは,数学,英語など

の教科に立派な先生がおられて親身になって指導に当

っておられたことです。数学の茂野先生,英語の藤崎,

西,そ の他の諸先生からは,特別に面倒をみていただ

きました。番長的な存在だった小生にとっては,ま こ
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とに幸いなことでした。中学を終えると札幌の大学ヘ

ヘ行きましたが,そ こでは予科,学部の学生時代を通

じて文字どおりの良師,良友に恵まれ,まずまずの成

果を挙げて卒業することができました。大学卒業と同

時に助手に採用され,札幌での生活を続けましたが ,

昭和27年 4月 鳥取大学農学部に移り,講師,助教授′

教授を経て平成元年,名誉教授として定年退職 しまし

た。 (中略)

昨年の10月 下旬′叔父夫婦の33回忌の法事に出席す

るため久 しぶりに村松を訪ねました。折よく好天に恵

まれ,中学時代の通学路でもあった宝町,根木町周辺

を散策しました。家並みのあちこちに昭和10年代の面

影が色濃 く残っていて強烈な感銘を受けて帰りました。

厳 しい冬の生活がなければ,村松のその後は今とはか

なり違ったものとなっていたかもしれません。

(旧 中26回卒 和泉 庫四郎氏より

同級の武藤 二郎氏 (支部幹事)へ。

◎ 毎年,松高同窓会東京支部での御活躍,大変御苦労

様でございます。私も東京在住の際には楽 しいひとと

きを過させていただき感謝 しております一人でござい

ます。

つきましては私の勤務しております広島のオタフク

ソースを同窓会の折に手土産として利用させていただ

けたらと勝手ながら,見本をお送りさせていただきま

住吉神社は住吉四社大明神と称されていたが,寛文 2

年 (1662年)藩主直吉が堀家の宗霊を同社に合祀,そ れ

以後優遇されることとなる。当神社は元中町西側裏にあ

って町民より市神として崇敬されていたが,寛文 2年 8

月26日 直吉の命によって,あか山に引き移され,さ らに

寛文 4年 10月 13日 寺町の現在地に遷座 したものである。

住吉神社の祭礼は寛文 3年より始まったが寛文 5年 ,

小黒杢右衛門は祭礼に高砂人形を刻み,飾山と称する屋

台をこしらえて飾ったところ,藩主の目にとまり「高砂

の翁,姐は以後の祭ネLに飾るべ し」とのお言葉を賜わり

それ以降の祭礼には欠かせない飾りとなった。高砂人形

は再建時の脇棟梁 ,小黒杢右衛門 (初 代)の作で人形は

寄せ木造りである。衣裳は完成された着物ではなく帯地

反物そのものを用いて衣裳とするが,現在町民にはその

技術を保存 している人はいない。現在の衣裳は小黒家の

分家で栃木県在住の方より立派な能衣裳が寄進され,そ
れを着用して祭礼の社頭を飾っている。現在高砂人形は

城町小黒家の土蔵に格納保管されている。

戦後 しばらくの間,祭ネLは社頭の高砂人形屋台そして

「 しゃぎり」と口説きによって盛り上げられ,参拝者を

楽 しませて くれたものだが,現在は人形屋台のみである。

村松藩では京都の祇園囃子を取 り入れ,高砂人形の しゃ

ぎりをつくり,笛 と太鼓と鉦での囃子は優雅で リズムカ

ルなものであったが, しゃぎりを奏でる人も,日説きを

した。今年 10月 ,広
島でアジア競技大会

が開催されますので

オタフクも協賛企業

として参加 し,お好

みソース′焼きそば

ソースを選手村で使

用されることに決定

しております。

不況時でもあります

が皆様に食 していた

だくチャンスと思い

まして商品を持号t社員価格ですので御検討の上,採用

していたた |す れ |ま 幸甚に存じます。種々商品はおいし

い味,お客様に愛 される価値ある商品として全国デパ

ー ト,ス ーバーに (村松町,五泉市にも)出荷してお

ります。よろしくお殿い申しあ|す ます。松高同窓会の   し

御発展を心よりお祈り申しあけます .

(在広島市,高 3回卒,自 石 キヨ)

※ 2月 26日 開催 した支部幹事会で本年度支部大会記

念品として採用する事と決定 しております。自石さ

んならびオタフクソース閉,声援 くださったかんろ

く会の皆さんの御厚意に厚 く感謝申しあげます。

(広報部)

唄える人々も,現在では一ノ、もなく,■ ひしい限りである。

尚,高砂ノ、形は実は 2体つ くら11, 1体 |ま 住吉雄社ヘ

他の 1体 は自宅に残されたのだか豪か
~な

ら三一奈良屋」
へ嫁 ぐ時,記念に持参させたと聞 く。奈長匡 |ま ま斎藤勝

時先生 (旧 中 7回卒)の実家であるが,夫亡 。、十二蓄 tヽ 合

わせして見たが詳細についてはよくわ争らな、とのこと

であった。また小黒家の当主美代き′メ_ 三喜天14Ξ 卒)

は,新潟に住む娘さんのお産扱いに行■々 ltl二 百もなく

病に倒れられた由,聞 き取り調査を手行 し|こ ■7、 可能に

なって しまった。由来のある高レノ、子;て てまえるti,今の

ところ,町の文化財としての指定 |ま ごで1て ■てい.

村松町観光協会では,い くつから^ン アレ´ をヽ発行

しているが,そ のなかに
~景

勢とヨ訂 Eマ ン3域下町村

松」というのがあり,住吉秤社を写真
1、 .Jて次のように

紹介 している。やわ らかな静寂の中 |二 ,懸 F、 う■史を秘

めてたたずむ社。古 くから「殿きまつおΞ_と して親 し

まれ,老松の林立する広い境内 |ま 町長の態の手 となって

いる。神社をめ ぐる池には,色 も学やかな大 jヽ つ羮鯉が

ゆうゆうと泳ぎ,散策する人  々 目を楽 しませて くれる

と。例祭は 7月 28日 と29日 に行われている11,な つかし

く思い出される人も多いことであろう。

寄稿
 籍忠町11 (塀 :糞ET執星嚢宣

理事,)

「．，ヽヽ
「」

紙の高砂人形について
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ちょつといい話 (其 の一)

昨年の同窓会本部総会の日のことでした。懇親会も終

りになり参会の皆さんが帰 り始めた頃 ,司会者のマイク

を奪い取るようにした佐伯支部長
｀
ひとこと苦情を申し

あげたい″
と,われるような大音声 ,皆 ,ギ ョッ″ ｀

東

京支部の大会では最後の手締めのシャンシャンシャン″

万才三唱がおわるまでは誰一人帰る人は居ない。然るに

本日,始めは60人位いた人か今ではその三分の一も居な

い,ど ういう事か〃。皆さん ,一度東京の大会を見に来

ていただきたい,汽車賃だけのご負担でよい,全員御招

待申しあげる。 (オ ヤオヤ ,こ れは大変 な事になりまし

た)ただ し御祝儀はありがたく頂戴する,以上。と。に

れでホッとしました)そ して大きな拍手がおきました。

さすが佐伯支部長 ,私には支部長の言おうとする胸の内

が痛いようによくわかりました。

ちょっといい話 (其 の二)

2月 26日 ,今年第 1回目の幹事会が湯島の新潟県人会

館で開かれました。久 しぶりに多 くの方々にお逢い出来

て嬉 しい。伊藤勇五さんも村松から駈けつけられた。そ

して滅多に見えない広田達衛さんも居られる。話に聞け

は,彼 は昨年 ,世界でも珍らしい病気をして七ケ月も入

院 していたという。私達誰も知 らなかった。今日はお元

気そう。あとで訊けば他の人の何倍 もカラオケを歌 った

という。突然芳賀さんかフラリと現われる。 ｀
芳賀ちゃ

一ん″
″
と一斉に声があがる。彼 も胃を切って一年近 く

も入院生活を続けてました。もう逢えないかも知れない

って思っていたのに。 お`元気になられて ″
と皆が芳賀

さんを取 り囲む ,そ の中に素適に髪を染めた岡本さんも,

おシャレでいいネと隣の男性がつぶゃ く。

さて ,今日の話の主題は 6月 4日 の大会へむけての準

備の打合せです。記念品 ,役割 り,段取り等が一つ一つ

決ってゆく, 
｀
今年は役員一人が新人一人以上を必 らず

引っばって来い,と 支部長がハ ッパをかける。時には話

が横にそれるが軌道修正を重ねて一応終り,懇親会に入

るが,と にかく久 し振 りに逢 う人達なので (で もないが )

話が途切れない。その間に幹事の一人中村雅明さんが長

期に入院中と知る。急拠お見舞 カンパをして ,妹さんの

愈佐子さんに託する。差 し入れの美酒 (越 の寒梅など四

升)を酌み交わし和気あいあいたる光景が繰 り広げられ

る。 ヤ`アーすまん,すまん″
と遅れて中村事務局長が

おいでになる。お年の割 にいつも御元気で多忙なお方だ。

すかさず鶴巻 ,大橋両氏が盃を差 し出す。併せて料理 も,

支部長 ? 支部長 は何時 もの如 くで, 
｀
もの共 ,い ま

そっちさ酌 しにゆくからコップあけて覚悟 してろ
″と上

気嫌でわめいていらっしゃる。そして忘れてならないの

は,あ の迫力ある兄貴,関 さん「お久 しぶりです」「ア

ー〃 あんたはオレのヮルクチを書いた」と―15,で も

日は笑 っている。結局 ,皆で二次会へ行 くことになり,

広田さんとも約束 したのに私は, このコワイ兄貴につか

まり,なんと大井町まで連行されてしまった。他の皆さ

んは浅草の ミランヘ,広田先輩 ,借 りは次回に。お許し

下さい。

ちょっともヽもヽ話 (其の三)

一 冊 の 本  (夢 幻風景 )

小学生の頃,今は亡き斉藤光孝先生の許で ,一時期絵

を習っていた事がある。そこに,堀直昭,佐藤匡秀の両

氏他何人かが通って来ていた。私は一年程で辞めたが ,

彼等は続けていて ,油絵を描き始め,私を秘かに羨まし

が らせたものだ。その仲間の一人,堀 さんが画集「夢幻

風景」を出版された。送 られてきた画集を開いて作品を

目にした時,「ヤラレター〃」と思った。私も時には好

きで絵を描 く事もあるのだが,デザイン系の仕事が長く,

感覚に甘んじて基礎を軽ろんじたツケを痛感させられた。

私達の年代は否応なしに様々な体験をさせ られている。

彼にも人並以上の辿 った道程があり,そ の結果の色々な

想いが ,人生が,彼の絵の中に溢れている。軽ろやかに
,

時には静かに,で もどこか哀 しい。芝居「壁の中の妖精」

で使われた影絵も良かった。彼の絵が緊張の続 く苦 しさ

をス、っと柔 らげてくれていた。その劇場で久 しぶりにお

逢いした堀さんは相変わらず瓢々とした中に風格が加わ

り,画伯の風貌を備えていた。堀 さんの絵は大勢の方々

に観て,感 じていただきたいものと思う。

住所 〒413-02 伊東市八幡野 1332-37

すいらん荘 6区 53

堀  直 昭

(TEL-0557-53-3178)

閻

鶉

鰊
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感雑丸の日

リレハンメルにおける冬季五輪の日本選手団の活躍に

水をさすわけではないが ,テ レビの画像を見なから,と

うしても看過 し得ない場面があった。それ |ま 日本ノ、こ援

団の中に日の丸の国旗に黒々と文字が書かオ1て tる まを

打ち振 っている場面が目に入ったからである。工に5[年

前の夢を見ているのではないかと錯覚 したくらいの驚 き

であった。地球上に 250近 くもの国家があり,何れも国

を象徴する国旗をもっているc国旗の尊厳については今 ,

改めて云うまでもないが,国旗か他の国から侮辱されれ

ば大 きな国際問題 ともなる事は論を待たない。又,そ の

例も少 くはない。それを自らの手で汚辱 し尊厳を損うと

は一体どういうことなのであろうか。

私が中学入学時に所謂 ,日 支事変がおこり太平洋戦争

へ と続 き敗戦 まで何千 ,何万という人が召集され戦地
へと赴いていった。そして銃後を守る人達が ｀

祝す出征 ,

何々君のため,武運長久を祈る″
と書かれ ,無事生還を

祈る多 くの人の名が大きく小さく,ぎ っしりと書きこま

れた日の丸の旗を贈 り,万才,万才と叫び軍歌を歌いな

がら駅まで送 って行 ったものである。

私は今ここでこれをとやかく言うものではない。私も

又,何人かの友人 ,教師,親戚を駅頭に送 った。寄せ書

に名前を書いたし,又頼まれて ｀
神兵必勝

″
などと書い

た覚えもある。そしてそれは当時の風習であり,千人針

と同様 ,願 いや祈 りをこの様な形で現わす しか方法がな

かったからと思うし,日 の丸を汚すというような意識 も

全然無かった。 リレハ ンメルにおけるこのような場面 も

同様な気持であったであろうことは容易に想像できる。

然 し今は戦後半世紀になろうとしている。多 くの国が参

加 しているオ リンピックであり世界の人々がテレビを見

ている時 ,私 には些か思慮に欠けた行いであると思われ

た。

嘗つて南方から復員 して来た友人から聞いた話である。

兵隊で宣撫の任についていた時 ,現地の子供達に日本の

歌を教えたことがあった。勿論 日の丸の歌 も教えた
,

｀
自地に赤 く日の丸染めて ″

と,その時質問があった。

日本の旗は美 しいと思う。自は純潔 ,赤は情熱を現わす

とも教わった,然 し今 ,兵隊さん達の持っているどの旗

を見ても,みんな白地に何やら黒 く字が書いてあり殆ん

どまっ黒ではないか ,なぜ ,せ っか くの奇麗な旗を汚 し

ているのかと訊かれ,彼は返えす言葉も無かったと云う。

又,いつのオリンピックの事だか忘れたが,日 本選手団

が故秩父宮から下賜された大日章旗を先頭に入場行進を

した際 ,大分年月を経ていたらしく白地の部分が薄茶色

中27回  佐伯 益―

に変色 して tヽ たのを見て式典係のその国の役員がとんで

きて, 
｀
これ |ま 失礼をした,日 本の旗は白地に赤と思っ

て≒言 Lて ,,fこ づ .本 当は茶色だったんですね″
と云わ

マl■ ■きてるこ十二ホタがおれたという話 も聞いた事があ

るこ=二
_■ 二 _■

.し
三iま それ程国旗に対 して神経をつかう

■て見る=ま Lて
｀
こ■・ などと書かれた日の丸が掲揚

きオlた ら=■
_1′、這 `三 F二 誓うてあろうか,誰だってイ

ヤ|こ なるたろう: 
｀
こ■

′
と|ま 主_⊃

=で
誓 うもの,書い

たり,□ に出して言 うも二て ,■ て。と書うこ

戦後今日まで国旗 と_て ら匿二■へ二三I議 がとやか く

論議されているが,忌 まつ し。著、出す́見るからとtヽ う

のが反対する人達の大略の主誓てちろう。然 し国旗に何

の罪があろう。敗戦後 ,占領軍によって掲揚を禁止され

ていた日の丸が昭和23年 ようや く解除され ,青空に高く

翻るのを見て心が晴れた思いか したのを鮮明に思いおこ

す。話にきけば国旗は,ま だ法制化されていないという。

一日も早 く決着をつけていただきたいものと願 う。と同

時に世界に冠たる日本の日の丸の旗の地位を確固不動の

ものとして永遠に誇 りをもって保持 してゆかねばならぬ

と思うのは敢て私一ノ、ではあるまい。

〔追記〕

3月 6日 付産疑手昔二「二
_に .

男氏の「五輪て惑 した匡頂へ ら

って tヽ た。全 く同感であるこお

したしヽ.

リレハ ンメル五輪の ノルテ / ~■

は日本中を喜はせて くれた :テ ン■を

ついていろいろと思 ったこ

l―l 日の丸を持 っての勝奉」誇示・=「
―ルインしてか ら行 うべ きてて、■‐

スだ し,他 の後続選手は奮多=て ■

国 国旗に字を書 くの |ま ,t,つて■=
だ力ゞ ,美 しい日の丸を汚 三二頂 _1専重そ 7三 千 tつ と思

つ。

日 祝日に国旗を掲ける習慣十二薫 1■  一tスモ三ら 姿を

消 したが ,オ リンビックとなると
=頂

そ売 `j=す 人が

目立つ,見ていて気持ちは複奄て二る:EEt,君 が

代を認めない人達はどんな気持て■て .る _■ ■, 日の

丸といえば ｀
街宣車

″
とtヽ うイメーシを電えつけた関

係者の責任も重い。
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旧制村松中の大先輩 (大正15年卒), 元東京赤山会会

長の川瀬五郎氏が昨年12月 2日 未明 ,病のため亡 くなら

れた。享年85才であった。

私は昭和 7年に村松中学へ入った。昔の旧制中学は柔

剣道が正課であり,その上 ,放課後のスポーツとして何

か一つの部へ入ることを強制されていた。私はバスケッ

ト部 (当 時は籠球部と呼んだ)に入った。川瀬 さんとの

縁はこのときから始まる。実にもう60年 も前の ことだ。

当時 ,川瀬さんは松中バスケット部の個人的なコーチの

ようなことをされておられた。

川瀬 さんは元々は横沢家の出だが養子に入られてり|1瀬

家を継 いだ人である。実兄に野球界で有名な横沢二郎氏

がいる。横沢二郎氏は初代セネタース監督 .バ 。リーグ

審判部長を歴任され野球殿堂入りをされたあの横沢氏の

事である。

川瀬氏は昔の日本石油欄の大株主で資産家であった。

恵まれた家で育った川瀬さんは村摯中学を出ると旧制岐

阜高農へ進まれ農藝化学科を優秀な或積で卒業 した方で
,

あったが ,どこへ も就職されず●■へ帰 り悠々の生活を

されていたらしい。暇があるつて強=著代活躍されたバ

スケット部の後輩を指導すべ (菫 千てコーチ役を買 って

おられたのである[

川瀬さんはバスケットをされた万 rこ ti.長身の方では

ない。中肉中背の花車な身体つきであった, しかし如何

にも良家に育 ったとみられる教養を身につけた温厚な風

格のある方であった。旧制中学では上級生 |ま 同事につけ

ても怖い存在で,運動部 も夕」外ではなかった。そんなな

かで川瀬さんは決して書を荒げるようなこと|ま なく丁寧

な指導振りで,私達初年生に基礎のパスの仕方から根気

よく教えてくれ,下級生の川瀬さんに対する敬愛は深い

ものがあった。

残念なことに私はバスケット部にいたのは 1,2年生

の時だけで 3年生から柔道部へかわってしまったので ,

川瀬さんとの縁は一旦遠ざかったが ,私の川瀬さんに対

するこのときの初印象は,最後のお別れをするまで鮮か

に残 っている。後にも触れるが,川瀬さんは戦後の10年

位を環境の激変で大変な苦労をされたのであるが,持 っ

て生まれたこの温厚篤実な気性は底光 りのように内に輝

き絶えなかった。川瀬さんの一生の宝物であった。

それから歳月は10年過ぎた。昭和17年の秋頃かと思う。

私は早稲田をでて開三井銀行へ入った。本店での研修を

終え目黒支店へ着任 した。そのとき川瀬 さんに再会 した

のである。川瀬さんは目蒲線の洗足という高級住宅街に

住んでおられ ,三井銀行の目黒支店に取引を しておられ

た。自慢話 しをするようで恐縮だが,当時の三井銀行は

格式高 く,就中 ,当座小切手の取引は厳選され,三井の

小切手を使用する人は世間的にも信用されていた。考え

てみると川瀬家は資産家で不動産の他に当時の大会社 ,

日本石油の大株主であったのだから充分頷ける。

田田田田田田田田田田田田田田田田田田田X田田田田田田田田田田

川 瀬 五 郎 氏 の 想 い 出
亀嶋  謙

私は,川瀬さんが私のような者を忘れず覚えていて下

さったことが ,す ごく嬉 しかった。

川瀬さんも喜ばれ,私を洗足の立派なお家へ招いて下

さったことがあったが,そ の月日は短か く私は間 もなく

召集され軍務についた。それからまたも10年が過ぎ去っ

た。昭和29年頃 ,私は復員 して三越本店の前にある三井

銀行本店の審査部に勤務 していた。或る日,業務部の課

長が一人の顧客 らしい人を私の席へ連れて来た。その人

が川瀬 さんであった。また再会できたのである。実に不

思議な程に縁があると言わなければならない。り|1瀬 さん

は戦時中 ,東京から疎開され村松へ帰 って生活をされた

が,戦後のあの経済の激変で,さ すがの川瀬家も職なく

しては生活ができず ,失意のどん底から這い上がるため

上京 ,辛 うじて広告業界に職を得て暮 らしをたてておら

れた。もうそのときは川瀬 さんは40歳を幾 らか越えてお

られたようだが人間は,余程運に恵まれた人でも,一生

を順調 ―途 に過すことは稀れである。この頃から10年間

位 ,川瀬さんは若い頃,考えても見なかった生活の辛苦

を味わい奮斗 しておられた最中であった。仕事の関係で

注文を受けるため銀行の業務部へよく日参されていたら

しい。そのとき不図 ,私のことを思いたして聞いてみた

ら,早速案内して くれたのだと言われた。

川瀬 さんは決 して鋭い商売人ではない。その人が,よ
りによって広告業という激 しい人間集団の社会の中に揉

まれておられるのは私には奇怪にも見えた。その川瀬さ

んが中堅の堅実な取引を しっかり掴んで40年間という長

い問,80歳を最後に勇退されるまで醜体をさらけだすよ

うな事は微塵 もなく過ごされたことは,何 といっても川

瀬さんの人徳 ,誠実さがあってのことであると思う。

この再々会があ ってから川瀬さんが亡 くなられるまで

の40年 ,私はこの大先輩に恰 も影のように母校の同窓会

の集まりを中心に附き添って愛顧をうけてきたのである。

戦後,日 木は学制の改革で村松中学は村松高校になっ

た。しかし旧制中学のあの 5ケ年間睦んだ学校生活は格

別な味があって戦後 も長い問 ,同窓会 と言えば旧制中学

の集いであった。私はよく知 らないのであるが ,東京に

は戦前から村松中学出身者のうち村松地区出身の人が中

′とヽになった「村松会」という集りがあったらしい。或い

は ,ひ ょっとすると「村松会」というのは昔の村松藩出

身の人が加わっていたのかも知れない。その会ヘリ|1瀬 さ

んは私を仲間に入れて下さった。もう村松出身だけでは

会員が少な過ぎる状況で既に五泉出身の式場隆二郎 ,塚
野健治氏 らが参加 しておられた。川瀬さんは私などから

みると大先輩であるが,そ の会には村松中学の第一回生

から第五回生位までの方が多 く出席 しておられた。例え

ば前記の他 ,佐藤次吉 ,高 岡禎一郎,権平昌司 ,高岡忠

弘 ,片桐孝一,高岡大輔 ,長野武夫,相田英二郎,成田

均 ,杵渕政光,間 克市 ,近藤喜八郎 らの各氏で,今は,

その大半の方が故人になられたが何れも錯々たる方ばか
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りで,さ すがに川瀬さん も末座で下世話をされていた。

やがてこの「村松会」は川瀬さんらの時代に入るので

あるが,川瀬さん始め,水尾正三 ,渡辺文男 ,西潟新吾 ,

日黒賢太郎 ,斉藤一男の諸氏等で第16回生の山村勲氏を

幹事長役 とし,会の名も新 らしく母校の裏山の赤松の山

に因む「赤山会」と命名 ,年々盛大に長い間今日まで続

いている。会長には初代 ,水尾さん,次は川瀬さんが継

がれた。川瀬さんは会員のときも会長になられても自ら

出 しゃばるようなことはなされなかった。

何時も静かに笑顔をもって人に接 し,総べての人に公

平で差別などはしなかった。しか し,会で何か一つの案

をまとめるとき幹事は必ずり|1瀬 さんに,ど うで しょうか

加藤政治君 (中28)の消息について,昭和61年 に「甲

飛 9期会」事務局の久保氏に照会 したところ ,次 のこと

がわかりました。

戦死年月日 昭和20年 4月 24日

場所 ,状況 クラーク防衛隊 (陸戦隊)に義′、ま l,

フィリピン・ ルソン島のクラーク基毛

西方のピナツボ山も、もとで 六珪三ぎ

隊と交戦,戦死 した。

所   属 第一航空艦隊・第26航空戦啄・弄 2:l

航空隊

機   種 艦上爆撃機「彗星」操縦員

また,こ れにより前の昭和19年 6月 21日 に ミンタナオ

島ダバオ基地で。私は加藤君にばったり出会 った。彼 |ま

「なんだ ,お前海軍に入ったのか ,馬鹿な奴たな,生き

て帰れないぞ」と笑いながら,「 ところで,ナ チャは元

気かい」と言うので,私 も吹き出 しながら,「あぁ元気

だったよ」と答えたことを懐か しく思い出 します。 (ナ

チャとは,母校前の道路をよく往来 した乞食の王様のよ

うな怪人 )

彼は艦爆操縦員でありなが ら,なぜ大空ではなく陸戦

隊に編入され戦死 したかを,「 201空戦記」等により述

べてみます。

加藤政治君は ,東浦原郡三川村の出身で昭和16年 10月

1日 ,日 米開戦の 2カ明前に海軍甲種飛行予科練生 (第 9

期)と して,剣持三男也氏 (中 26)河 内正勝氏 (中 26)杉

崎栄二氏(中 27)と共に土浦航空隊に入隊 した。(843名 入

隊′うち 630名戦没)三氏は 9期会 ,上山氏に確認ずみ。

加藤君は昭和18年 1月 26日 予科教程を卒業 し,136名
の陸上機操縦練習生は,筑波空と百里原空で九二式練習

機の操縦訓練を受け,同年H月 末に飛練本科教程を終了

した。さらに実用機教程 として加藤君たちの艦上爆撃機

組32名 は,大分県の字佐空で訓練を受けた後 ,昭和19年

と訊ねる。川瀬さんがそれ

で良いでしょうと答えると,

そこで万場一致で成立する

のであった。川瀬さんとtヽ

う方は,そ のような人徳の

方 で皆んなか ら敬愛 され

ていたのである。全 く惜 し

い方だが寿命 とあれば諦め

なければならない。いまは

ただ静かにご冥福を祈るた

けである。合掌。

(平成 6年 1月 末記 1目中22回 巫

もがれクラーク防衛隊として ピナツボ山で
いた

した加藤政治上飛曹を悼む

故 川瀬五郎氏

毒 L´ 会会長 )

斉藤 朝之 (中 28)

年に入りそれぞれ実施部隊へ配属された。

加藤君は,当初26航空戦隊の第 501航空隊 (艦爆隊)

に配属されたようである。この 501空はラバウル, トラ

ックダバオなどに転戦 した後,次第に戦力を失い昭和19

年 7月 10日 付で解隊され ,搭乗員は 201空 に編入された。

さて,201空 は昭和19年 10月 25日 ,ル ソン島マバラカ

ット基地から海董最初の結箇特別攻撃隊
`指

揮官関行男

大慰 ,辱妻零表 [程  二≒進 大三母へこ要
'、

,爆沈と

Ξ :日 と残存の零

.こ 三ゎれた数百隻の

今長官大三菫浩三牢■ `■
.景 t.1■ミ程を見送ってか ら

ルソン島て玉砕する氏言を百三 ~■ ―ク基地周辺の航

空隊の搭乗員,整備員,電 [員 ´
」二七員を基地西方のピ

ナツボ山S、 もとへ移肇ごせ
=二

二こ _・ここ

こうして山こもりか宣t`71´こニヨ,連合艦隊命令が

届いた。それには
~…

…。一I鑑三≒ヨ,搭乗員,一部

電信員は台湾に転進すべ _ =竃■三1■ 1弓 8日 」とい

うものであった。

1月 9日 早朝 ,マ ッて一~一 モ三 .三 大珪軍 4個 師団の

兵力をもって ,マ バラ■1ヽ 11■ |ン カエン湾の海辺に
,

ほとんど砲火を交えないて上珪 _´二:

一方 ピナツボ山に入った書乗桑,ま 手び戻され,そ の半

数はルソン島北部のツゲカテオ墓瑾まで, 200キ ロ以上

の陸路を歩いていくことになっ こ́:大西長官は, 1月 10

日クラーク基地から一部の搭乗員,電信員と共に一式陸

上攻撃機に乗 り,台湾の高雄基地へ飛び去 った。その後

司令部要員,搭乗員,整備員等 1千名の人員を,横須賀

空 と豊橋空の陸攻の応援を得て ,台湾へ輸送 したが ,そ

れでもツゲガラオだけで約 7百 名,そ のほか各地に多数

を

死

暴翼

戦

一
一一
一

´
・

一一一一一一

一ケ
一

一二

（

　ヽ
　
聾
．
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し

の搭乗員等が取り残された。そして,救出輸送は米軍の

硫黄島への攻撃が始まったため,2月 中旬に中止されて

しまった。

救出されず残留者となった加藤君らの搭乗員や各基地

員は,ク ラーク防衛海軍部隊 (総員 1万 5千名)の総指

揮官杉本釜衛少将 (26航戦司令官 ,後に戦死)の指揮下

に入り,ピナツボ山3、 もとに陣地を構築 した

リンガエン湾に上陸,南下してきた米陸軍部隊は, 1

月25日 マバラカットを攻撃 し,さ らにピナツボ山奮陣地

に攻撃を加えてきた。米軍は2月 上旬までに各飛行場を

占領 し,す ぐに修復 して戦闘機を発進させ ,空 と陸から

海軍部隊に対 し激 しい攻撃を加えてきた。

クラーク地区に残された海軍部隊は約 5千名 , 3月 末

までに戦闘のできる者は,千五百名に減っていた。あと

は戦傷者や病人であった。指揮官は,ピ ナツボ山週辺の

密林地帯を利用 し,永久にゲ リラ戦を決行することに決

めた。 4月 下旬 ,バ ンバン川沿いに西進 してきた海軍部

隊は ,ピ ナツボ山西方の草原地帯に進出した。ところが

西方から肉迫 してきた米陸軍部隊は,24日未明 ピナツボ

〔赤山会春季例会〕

桜の花の雪が赤 く脹 らみはじめ ,暖かく,好天に恵ま

れた 3月 26日 (土 )市 ケ谷 ,私学会館に28名 のお集 りを

頂き赤山会例会が定刻一時に亀鳴会長の挨拶によって始

まった。

佐久間幹事長より新会員の和泉庫四郎氏 (中 26回 卒)

の紹介があり,本人挨拶のあと,お酒のはいる前の会員

の集合写真撮影 ,大先輩の渡辺文男 (中 12回卒 )の乾杯

音頭に全員か声 高らかに唱和 して懇親の宴は始まった。

久 しぶりに会えた級友達により楽 しい会話が弾み,ア ル

「故 里 の 路 標」 梁取 清助

「長崎 浩の詩碑を村松に建てたいと思っていらっし

ゃるってほんとですか」

新潟放送同期入社の星野きよえさんにたずねられた。

どこからその話が伝わっていったのか,一つのきっかけ

であった。

その詩に傾倒 し,そ の人柄を慕い,教えを受けた人達 ,

「地平の会」「掌の会」の存在を知 らされて,消 えてい

た埋火を吹 きおこされたような思いが した。詩集「予兆」

の「歳時記風土」に出逢い,魅 せ られ,共感 し,以来 こ

の詩こそ,メ るゝさと村松に残すべきではないかと思い続

けていた。

「故郷になじめず孤独で,暗 い日を送り,時 々呟きに

も似た言葉が詩となる。それらの詩を私の路標として残

しておきたいと思う」

豆本詩集「も、るさとさむく」のあとがきである。その

路標は現実となり,詩碑は,遮 るゝさとに建 った。「玩具

のような電車」のかたわらに,桜咲 く頃の予定が 6月 と

なり,梅雨のはしりのこぬか雨の中の除幕 となった。

山北稜線に出現 し,ま た西

方マロナット川南岸沿いに

進撃 してきた敵部隊も,24
日ナマコ山付近に突然現れ ,

この東西両部隊が我が方を

包囲 し猛攻撃を加えてきた。

西進 して根拠地を定めよう

としていた我が海軍部隊は,

この猛攻を受け,ほ とんど

全滅させられた。

201空 の整備長中村善一
加藤政治君 (中学 4年次)

中佐は戦死 し,基地 員の大部分の者は,4月 24日 ピナツ

ボ山西方のバ ンガー部落 において,米陸軍部隊の攻撃を

受け,ついに玉砕 したのである。

翼をもがれた加藤政治君 にとっては,実に不運なこと

であった。加藤君 に対 し,あ らためて心か らご冥福をお

祈 り申 し上げます。

注 :一航艦長官大西中将 (昭和20年 5月 海軍軍令部次長)

は,昭和20年 8月 15日 敗戦の翌16日 未明,東京の渋谷
駅に近い軍令部次長官邸で,割腹し果てた。

コールがまわり始めた頃,小田恕哉氏 (中 16回卒)の ユ

ーモアのある誘いに乗 り,次から次へとスピーチが飛び

出す。古い良い時代を懐 じむ話,部活動の苦労話 ,子息

の語る親教師の思い出など,遂には旧先生の仇名がポン

ポン出て くる有様,時 FECの経つのも忘れ,盃を持つのも

忘れている内,早ゃ閉会予定の 4時 も過ぎ,全員旧校歌

合唱の後,次の再会を約 し,帰途についた。

(幹事 中24回卒 堀 哲二)

赤山会 3.16
この碑に毎年花が散り,雪が積って,遮、るさとにひっ

そりと少年の日に反骨を燃や した長崎さんの詩碑の黒い

顔が残 つた。

長崎さんの碑建立の努力をされた多 くの方々に,改 め

てお礼申し上げたい。

私の歳時記に「北狭忌」という季語が増えた。

六 月 の雨 に披 か る一 つ の碑

梁取清助氏 (昭和13年 旧中23回卒 ,現新潟放送,相談役 )

※本文は平成5年 10月 発行の「地平詩集」に掲載されたもので ,

新津市の長崎高志氏より送られてきたものであります。 広報部

蝙 |
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本寸 松 高 等 学 校 同 てま こ≧ 覇に 覇江 メ
=音

β 規 キ勺

第一条  (名  称 )

この会は、新潟県立村松高等学校同窓会東京支部 (以 下「本支部」という)と 称し 事事号を==ぎ
言 1詈

=

第二条  (構  成 )

本支部は1日 村松中学校、旧村松高等女学校、現村松高等学校卒業生並びにこれに準するハ ==声
:セ ニ「著三す 1

及び他府県にあつて入会を希望する人をもって構成します。

第二条  (目  的 )

本支部は同窓会本書F及 び母校と連絡、提携を密にし、会員相互の親睦を図り、母校の発展 :こ

=与
flil

第四条  (事  業 )

本支部は前条の目的達成のために次の事業を行ないます。

1 会員名簿及び会報の発行

2 親睦会や見学会、研 1多 会などの開催

3 学校、本部との連絡、提携、行事への参力0

4 慶弔

5 その他必要な事業

第五条  (会  員 )

本支部の会員は、正会員と賛助会員とします。正会員は第二条による構成員の内 所定の豊貴 1メ  _‐ :

の目的に賛同じ役員会の承認を得た人とします。

第六条  (役  員 )

本支部に次の役員をおき正会員の中から選出し役員会を構成します。

1 支部長    ―名  役員会で推薦 し大会に於いて承認を得 ます。

2 常任幹事  若平名  幹事の中か ら支部長が指名します。

3 幹事    若平名  事業期別に選出し支部長が委嘱します。
4 顧問    若干名  幹事の推薦によ り支部長が委嘱します。

第七条  (任 期 )

役員の任期は二年とし、重任を妨げないものとします。

但し役員に欠員が生じた時に補充選任された人の任期は前任者の残存期間とします。

第八条  (任  務 )

1 支部長は支部を代表し会務を統括します。

2 常任幹事は支部長を補佐し支部長の指示により会務に参画 tノ ます。

支部長に事故があつた場合は常任幹事の中か ら支部長代行を選び支部長職を執行します
=

3 常任幹事の中か ら事務局長、各部会長などを選任し本支部の運営、企画、立案、執行:==´ゴ =F
4 幹事は支部長の指示により会務を行ないます。

5 顧間は本支部に関し意見を述べ又諮間に応じます。

第九条  (会  議 )

本支部の会議は次のとうりです。

1 大 会  毎年一回開催することとし、支 3β 長が召集します。

2 役員会  常任幹事会及び幹事会とし、支部長が召集します。

3 部 会  各部会は部会長が召集 します。

第十条  (会 計 )

1 本支部の収入は次のとうりです。

0会 費

1 寄付金

囀 その他の収入

2 本支部の会計年度は毎年 4月 1日 より翌年 3月 31日 までとします。

3 本支部の会計収支は大会で報告し承認を得 ることとします。そのために幹事の中より会言―L事
=二

三 二ぜ
=

第十一条 (そ の他 )

本規約に定めていない事項については役員会に於いて協議、決定することとします。

第十一条 (改  正 )

本規約は平成  年  月 日より施行するものとし、改正については役員会に於いて審議 し ます。

(細  員1)

: 本支部の円滑なる運営、活動を図るため次の部局を設けます。各部局長は、幹事の中から
=二

毛 ゴ言曇■ぜモします。

til´
=r二

´ます

∵ :~ニ ユ 了百 二

|_

0事 務局

1組 織委員会

0総 務部会

囀広報部会

局 長 一名   次長 ―名

委員長 (支 部長兼任 ) 副委員長―名

部会長 一名   副部会長 一名

部会長 一名   副部会長 一名

0企 画部会    部会長 ―名 副1部 会長 一名

0経理部会 部会長 一名   副部会長 ―名

2 本支部の会費は 年 3,000円 とし毎年度初めに本支部か らの請求により、郵便振替を

3 慶弔は常任幹事会に於いて、その都度協議決定します。

t,つ てL ll
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し

新 幹 事

。武藤 二郎さん (中 26回卒)512 18
0松田 茂夫さん (高 2回卒)6 423

よろしくお願いいたします。
。第13回卒業以降の役員が極めて少数です。役員を御希望の方 ,

t_   蚤撃腰竜庭層隻獣負東「
g璽

蟹更
したら是非ご推薦下さい。

(※ 本年度 の高校卒業生は第46回 生 となります。)

広報部から

◎ 会報も17冊 となると見事なものです。バックナンバーが一
つでも欠けていると気になります。今までに発行 した会報で

未だ残 っているものもあります。希望される方は,号数 ,部
数等をハガキに記載 して事務局へ申 し込んで下さい。足 りな
い分は コピーの上 ,お送 り致 します。振込用紙を同封いたし

ますので実費を御送金下さい。 (お知り合いの方にもお知 ら

せ願います。

◎ 古い懐 しい写真をお持ちの方は ,会報用に是非お貸 し下さ
い。郷里の風景 ,学校時代の出来ごと,人物等 ,何でもよろ

しいです。よろしくお願いいた します。 (説明文つけて )

◎ 表紙に良い写真が有 った ,と ,喜 こんだのもつかの間 ,さ

東 京 大 雪 の 日

(2月 12日 (土 )編 集会議のこと) 広報部

起床 してみると外は一面銀世界で,早暁より降りだし

たという。細かな雪が絶え間なく横なぶりに降り続 く。

今日は広報部の新年会を兼ねて,会報「臥龍が丘は緑

なり」第17号の編集会議を等々力の江戸清でPM。 3:00

から開 く事になっている。

午前中,深見さんか ら「この雪で今日やるの ?」 とい

う消極的な TELあ り。間髪を入れず「本日決行」と答え

る。雪は止むどころか空から湧 くように降りしきる。

昼すぎ,佐伯支部長から「今日どうするんだァ ?」 と

TEL入 り「帰 りの事まで保障なしで木 日決行 ,交 通事

情 も良くないので早めにご出陣されたし」と回答する。

それでも雪は遠慮なくづんづん積る。

Pヽ 11:00 タイヤチェーンを賑ゃかに鳴 らすバスに乗

り込む間 もなく渋滞となり,途中下車 して徒歩で駅にむ

かう.」 Rに乗車 ,客 も少なく暖房 もきかず ドアーが開

くたび雪が吹き込み頗る寒い上に雪のため超鈍行である。

私鉄に乗 り換え PM.3:00前ようやく等々力駅に到着。
`=しD方 々もほぼ時間通り到着 しており先ずは安堵する。

雪の中 ,大 ご苦労さまでした。

定刻よく少 し遅れて編集会議が始まり,そ の後は,あ
んこう鍋を囲んでお決まりのコースとなる。

雪 も止み酒徒たち上機嫌のうちにお開きとなる。

(幹事 鶴巻 浩 )

て ,そ の謂れ,故事来歴がよく判らない。武藤幹事に調査を依

頼 しました。武藤さんは更に詳 しく, と,在村松町の級友森山

宥氏に調査を依頼。森山さんは,御多忙な折にも拘 らず ,お手

持ちの資料の他行脚の結果 ,調べ られた資料を武藤さんに,武
藤さんはそれを判り易 く要約 ,本誌に掲載する事が出来ました。

森山・ 武藤両氏に厚 く御礼申 しあげます。

経理部から

平成 5年度決算の内,支部大会費が 959,619円 で会報第 16号

掲載の大会費が975,000円 と報告されておりますが,こ の差額

15,480円 は大会通信 費として平成 4年度に支出された分を大

会費実費として上乗せ加算 した数字であります。
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クラス会便り 其の二

◎ 高 4回 生クラス会

昭和21年 旧制中学の最後に入学 し,新制高校第 4回卒

となった我々は,還暦祝いを兼ねた同期会を平成 5年 11

月13日 ,岩 室温泉
｀
高島屋

″で出席者50名 にて開催 しま

した。

当日,午後 3時に集合 ,全 員旅館のバスで弥彦神社に

参拝 ,還暦の御被をうけ,6時から酒宴に入り,学生時

代の思い出話に花を咲かせ ,二次会,三次会と深夜まで

盃を交わし,翌朝,希望者は寺泊の魚市場へ,そ の他の

者は現地にて解散 しましたが,思 い出となる一日でした。

(鈴木多喜男 )

◎ 高 7回生クラス会

平成 5年 11月 20日 ,誰からともなく,久 しぶりに逢い

たいネ,と いう事になり,パ ッと電話 して,連絡のつい

いた人がH人 ,秋葉原の ｀
ワシントンホテル″で何年目

かの会合を開いた。佐伯支部長からも祝電を頂き一同感

激。村松から駈けつけてくれた伊藤ユキさん ,始めて参

加 して くれた長賀一哉さんがひときわ花を添えて下さい

ました。今回 ,連絡の取れなかった 7回生の皆様にお詫

びすると共に ,次回からは,き ちんと時間をかけて準備

する事をお約束 します。 (深 見 洋子 )

(高 7回卒 ,ク ラス会 )
あんこうに集 う友あり雪の夜 (イ自)
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塵の巷を遠ざけて

雲たちまよう白山の

麓に立てる松の群

見よ凌宵の気を含む

緑色濃き木陰には

夏も尽せぬ泉あり

湧きて流れて末終に

江洋として海に入る

落葉を くぐる流れにも

巌石砕 く力あり

清 きは水の姿にて

強きは誰が心ぞや

l― l

緑濃き臥龍ケ丘に

轟 くは我等が歓呼

若人の高なる血潮

たたえつつ春の日めぐる

いざ叫べ若人の誇り

わななける力の腕

見よや君歓喜の胸に

輝 くは永久の勝利

4.万緑の気地に潜み

風雪野山に荒るる時

色さえ変えぬ常盤樹の

高きは誰が操ぞや

5.それ英雄 も人傑も

人の子吾等がたぐいなり

鳴呼松城の健男児

奮いて立つべ し諸共に

鳴呼松城の健男子

勇みて立つべし諸共に

1.

応
国

臥龍原頭幾星霜

切磋琢磨の功を経て

花 くれないの香に匂 う

誉れは高き松城の

健児が胸 に血ゃぉどる

我等がえ らぶます らおの

誉れは海の湧 くが ごと

望みは雲のゆ くがごと

月の桂をなゆず りそ

栄 えある名をぞとこしえに

歌

旧村松高等女学校校歌

1.愛宕の山のむら松の

みどりの色の常盤なる

操を胸に日の本の    1.

をみなの徳を磨かばや

1.

心は身はも真夏なほ

日に輝ける自山の

雲にもまさる清さもて

正 しき道を進まばや

其の名も高きこの里の

桜の花のうらうらと

のぼる朝日に匂うごと

気高き姿保たばや

歌
曰

松城健児六百が

祖国の為に同1健 の

大図をここに定めんと

送 りいだせ し我が勇士

覇権をゆず ることなかれ

我等六百 ここにあり

臥龍原頭精気あり

義憤 に満ち し丈夫が

騎奢の潮せ きとめて

逸惰の眠 り打ち破 り

高 うつ胸の雄叫びに

進めとなるを如何にせん

忘手夢3小こ

れ  は ぶ
が ぃ な
た ま つ
き も り

し

嘔馬御風 作詞

=L晋 平 作曲

普 く照 らす天つ 日の

光を浴ひて年 々に

伸びて しやま鬼若なの

ときわの志操 tや 喜 く

学徒われ らの在るところ

明朗の和気みなきれ り

見よ質実に清純に

進取の生気湧 き溢れ

文化の花の咲 くところ

希望は常に輝ける

道に我 らを進ま しむ

努めなんいざもろともに

3.今壮快の晴れ戦

見よ雄叫びの只中に

我等が望み一筋に

肩 にそかかる勇戦士

覇権をゆずることな力漱■

我等六百 ここにあ り

校
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